Cyst of the tunica albuginea associated with intraabdominal testes: a case report by 岩田, 研司 et al.
Title腹腔内停留精巣に合併した精巣白膜嚢胞の1例
Author(s)岩田, 研司; 伊藤, 明; 平林, 直樹; 石亀, 廣樹










岩 田 研 司*,伊 藤 明,平 林 直樹
JA長野厚生連佐久総合病院病理科(医 長:石 亀廣樹)
石 亀 廣 樹
CYST OF THE TUNICA ALBUGINEA ASSOCIATED WITH 
    INTRAABDOMINAL  TESTES  : A CASE REPORT
Kenji IWATA, Akira ITo and Naoki HIRABAYASHI
From the Delartment of Urology, Saku Central Hospital
Hiroki ISHIGAME
From the Department of Histopathology, Saku Central Hospital
   A case of cyst of the tunica albuginea ssociated with intraabdominal testes is reported. A  35-
year-old man was referred for further examination of azoospermia. Bilateral testes were nonpalpable 
in the scrotum and inguinal region. Ultrasonography and MR imaging demonstrated a  9  X  8 cm 
cystic lesion in the median suprapubic area. An open operation showed the cystic lesion to extend to 
the right spermatic ord and vas deferens. Left  intraabdominal testis was also identified. Right 
orchiectomy and left orchiopexy were performed. Histopathological diagnosis was a cyst of the tunica 
albuginea. Atrophic seminiferous tubules were recognized at the junction of the cyst and the 
spermatic cord. 
                                              (Acta Urol. Jpn.  43:  891-894, 1977) 



















ず,両 側の鼠径部にも精巣の存在 を思わせ る所見はな
*現:信 州大学医学部泌尿器科学教室
か った.
入 院時 検 査 成 績:血 算,血 液 生化 学検 査 で は,
GOT:651U/L,GPT:1301U/Lと肝 機 能 酵 素 の
上昇 を認めたが,そ れ以外 に異常 はなか った.精 巣腫
瘍 の腫 瘍 マー カーで あ るCEA,HCGβ,AFPは い
ずれ も正常範囲内であ った.
性 ホ ルモ ン検 査:血 中testosteroneは,304ng/d1
(正常250-1,100ng/dl)と正常 範囲 内であ ったが,
血 中LHは14ng/dl(正 常L8～5.lng/dl),FSH
は42ng/dl(正常2.9-8.2ng/dl)といず れ も高 値 を
示 してい た.染 色体検査:46XY.
画像所見:胸 部単純撮影 で異常所 見 を認 めず,IVP
で尿路系 に異常所見 を認 めなかった.下 腹部MRI検
査で陰嚢内,鼠 径部,腹 腔内 に精巣 は同定で きなか っ
た.9×8×6cmの 嚢胞が膀 胱上部 に認め られた.中
隔 はな くガ ドニ ウムDTPAで も強調像 は得 られず膀
胱 との連続性 はないよ うに思 われた(Fig,1).
超音波検査:陰 嚢内 および鼠径部 に精巣 を認めず,
径約8cmの 嚢胞 が膀胱上部 に認 め られた.こ の嚢胞
自体の大 きさは,排 尿後 も変化 はなかった.
超音 波像 観察 下 に,経 皮 的 に嚢 胞 を穿刺 した とこ
ろ,黄 色透 明 な液 を吸引 した.鏡 検 で精子 は見 られ
ず,細 胞 診 はclassIであった.ま た穿刺 液の生化学
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以上の検査成績か ら,腹 腔 内停 留精 巣 と精巣 の嚢胞
性疾患 を疑い,1995年8月29日,腹腔鏡検査 お よび試
験開腹術 を行 った.
手術 所見:腹 腔鏡 下に精巣 の確 認 を試みたが,気 腹
穿刺針の挿入が出来なか ったため,下 腹部 正中切 開に
よる開腹術 を施行 した,腹 腔 を開いた ところ,手 挙 大
の嚢胞 を下腹部のほぼ正中に認めた.
この嚢 胞 は,周 囲組織 か ら容 易 に鈍 的 に剥 離可 能
で,右 の精管お よび精索 に連な っていた.し か しなが
ら,精 巣 と思 われ る組 織 は 同定 で きなか った(Fig.
2).以上 よ り嚢胞状 変化 を伴 った萎縮 した腹腔 内右 停
留精巣 と判断 し摘出術 を行 った.
左精巣 について は,左 精管 を鼠径部で同定 し末梢 側

















および肥厚 した硝子化基底膜か らなる萎縮 した精細管
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と,そ れ を取 り囲 むよ うに増生 した問質細胞 の胞巣 の
広が りを認 めた.精 巣実質 を伴 う嚢胞 壁 は250-750
μmの 厚 みの線維性結合織 か ら成 り,非 常 に強い硝子
化 を呈 してお り,血 管成分 に乏 しく,内 面 を裏打 ちす
る上皮 を認め なか った(Fig.4).また,精 巣実質 を伴
わ ない嚢 胞壁 は,全 体で500μm～1mmの 厚 み をも
ち,白 膜 と一体化 してお り,壁 内には小血 管の増 生が
目立つが,内 腔面 に上皮は見 られ なか った(Fig.5)tt
左精巣 は間質細胞 の増生が あ り,健 常 な精細 管組織 を
認 めなか った.
以上の所見か ら,両 側腹腔 内停留精巣 と、右腹腔 内
停留精巣 に合併 した精巣 白膜嚢胞 と診断 した.
術後経過 は川頁調で,退 院後 は近医 にて経過観察 され
てい る.勃 起能 は術前 と変化 な く,1996年6月14日の




ng/dl)と高値 を示 してい た.
考 察
精 巣 白膜嚢胞 は1929年Farter12)によ り初 めて報告
された稀 な疾患 である.精 巣 白膜嚢胞の頻度 に関 して
は,Arcadii3)がJohnsHopkinsHospitalにお け る
46,000例の剖検例 か ら3例 の精巣 白膜嚢胞が見 られた
と報告 してお り,Nistalら14)は4,618例の剖 検 例 と
855例の精巣摘 除標 本の計5,473例中5例 で確 認で きた
と報告 してい る.本 邦で は青 山 ら3)が,陰嚢 内疾患患
者 の臨床統計的観 察で347例の うち3例 の精巣 白膜嚢
胞 を報告 して いる.
精巣 白膜嚢胞の成因 について はい くつかの仮説 があ
る.Fraterl)やBeckerら15)は,外傷 がその成 因 とな
りうる と述べ て いる.Arcadi13)は,3例中2例 に炎
症性病変が先行 し,ま た病 理学 的に炎症 反応 を見いだ
し,精 巣あ るい はその周辺 の炎症に よる二次 的変化 で
あると してい る.
しか し近年.多 くの報告例 で外傷 の既往 や病理組織
学 的に炎症 所見 を認 めず,精 巣 白膜 嚢胞 の発生 由来
は,発 生段 階で白膜 内に取 り込 まれた腹膜 中皮組織 に
よるものか,ま たは胎生期 の中腎管遺残物 に よる もの
で あ る との意 見 が 多 く述 べ られ て い る.Mancilla
ら16)は,mesothelialrestとの関連 を指摘 してお り,
Nistalら14)も,胎生 期 に精巣 が発 育す る際 に,鞘 状
突起 と白膜 とが非常 に近接す る精巣 の前方か ら側方 に
かけて本 症の発生が 多い こと,精 巣 内にmesothelial
structureが存在 す る こ と,白 膜 内 や嚢 胞壁 にglan-
dularinculusionが見 られ,そ れが アル シア ンブ ルー
に対 し良好 な染色性 を示す こ とよ り,腹 膜 中皮組織由
来で ある としている.
また,Mennemeyerら17)は,電子 顕微 鏡 を用 い嚢
胞内腔 を覆 う上皮 は,精 巣輸 出管の絨毛上皮 に類似 し
てお り,白 膜内 に迷入 した 中腎構造がその起源であ る
と主張 し,Bryantら18)もその説 を支持 している.
自験例で は,上 皮が存在せず その起源 を推定す るこ
とはで きないが,感 染や外傷の既往 はな く,手 術 所見
で も周囲組織 との癒着 はほとん ど見 られ なか った こと
か ら,炎 症 や感染 は否 定 的で先天 的 な発 生 と思 われ
た.
精 巣白膜嚢 胞の鑑別診断 と して,精 巣腫瘍の嚢 胞状
変化,単 純性 精巣嚢胞,類 表皮嚢腫 との鑑別が必 要で
あ る.な か で も精 巣 腫 瘍 との鑑 別 は重 要 で あ る.
Dahnertら19)は,精巣腫瘍 の うち24%が嚢胞 状成 分
を持 つ と報告 してお り,こ の点か ら も精巣組織内で嚢
胞状 変化 を見た場 合,ま ず精巣腫瘍 を疑 うことが必要
である.こ れ までの精 巣白膜嚢 胞の報告例の多 くは精
巣腫瘍 との鑑別 が難 し く摘 出術 がな されてい る.
精巣 白膜嚢胞 と単純性精 巣嚢 胞 との鑑別 は,超 音波
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